
１．住民意識調査結果

満足度：「満足である」、「どちらかと言えば満足である」を合計した割合から、「どちらかと言えば不満である」、「不満である」を合計した割合を差し引いたもの

優先度：「優先すべき」、「やや優先すべき」を合計した割合から、「あまり優先しなくてよい」、「優先しなくてよい」を合計した割合を差し引いたもの

２．施策の目標

進捗状況の区分　　↑：目標以上の成果があった　　→：目標どおりの成果があった　　↓：目標に至らなかった　　△：遅延・未着手等　　×：見直し・廃止等

３．施策に係る経費

４．施策傘下事務事業　　※別紙のとおり

５．施策評価
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○「歴史民俗資料館企画展開催数」は、自然、歴史、文化等の地域資源を活かした展示会を増やすことを目標としました。

24年度 27年度

H22
事後
評価

　歴史民族資料館企画展については、広く町民のみなさんに高根沢町の文化の広が
りと多様性を認識してもらえるよう、地道に活動している芸術家などにも光を当て、より
多くの芸術・文化、事象を広く紹介します。
　町指定文化財については、既に指定済みの文化財の保存伝承はもとより、新たな指
定文化財の発掘や調査研究を進めます。

H24
事前
評価

　歴史民俗資料館の企画展をとおして、高根沢町の様々な文化、芸術、
事象を知る機会を提供し、誇れるふるさと意識の醸成を図るとともに、町内
外の多様な文化を知る機会を提供します
　また、町内に所在する貴重な有形、無形、史跡、名勝、天然記念物を町
指定文化財として指定し、文化遺産を後世に伝えていきます。

26年度

　歴史民俗資料館において様々な企画展を開催し、高根沢町の様々な
文化、芸術、事象を知る機会を提供しました。
　上高根沢小学校の藤を町指定天然記念物に指定しました。（平成22年
11月2日高根沢町指定第35号）
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総合評価 施策傘下事務事業に係る個別指摘事項
関係者との協力関係のもと、継続的に、文化、芸術、事象を知る機会の提供が実
施されていると評価するが、東日本大震災復旧事業に係る財源確保（事業費・人
件費ともに）のため、今後の施策展開にあっては、所管部署としても、事業執行と
財源確保のバランスを十分に検討されたい。

・全て「継続事業」とする。
・団体運営費補助にあっては、引き続き団体との協議を密にし、適切な役割分担、良
好な協力関係を構築されたい。
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後期計画における施策展開のビジョン Ｈ２４年度の狙い




